
成果指標

※成果実績として、独立行政法人評価委員会が行った評価のうち、「I.　国民に対して提供するサービスその他業務
の質の向上に関する目標を達成するためにとるべき措置」に対する評価結果を用いることとする。

○地球環境変動研究
　・地球環境変動の解明のための海洋観測等実施実績
　・地球環境予測研究の実施実績

○地球内部ダイナミクス研究
　・地球内部ダイナミクス研究の実施実績

22年度 23年度

○統合国際深海掘削計画（IODP)の総合的な推進
　・地球深部探査船「ちきゅう」の運用実績

24年度活動見込21年度

事業番号 316

　　　　　　　　　　　　　平成２４年行政事業レビューシート　　　　(文部科学省)

単位当たり
コスト

算出根拠

・実施する全ての事業について、コスト削減、業務効率化等の観点から、過年度の費用実費なども
踏まえつつ、横断的に業務計画案の確認を行うなど、効率的な事業の実施に努力している。
・また、調達にあたっては、これまでの調達実績をデータベース化するとともに他機関における調達
実績も活用した調達コストの削減、外部有識者による契約監視委員会による透明性の確保等によ
り、調達コストの妥当性を確保する仕組みを構築している。
・これらにより、効率的な予算執行、コスト削減を図った上で成果の創出に努めている。

　　　　　　　　　　　（円／　　　　　　　　）

100.0% 100.0%

海洋に関する基盤的研究開発、海洋に関する学術研究に関
する協力等の業務を総合的に行うことにより、海洋分野の科
学技術の水準の向上と学術研究の発展に資することを目標
とする。
この観点から、独立行政法人評価委員会が行った評価結果
は右記のとおり。
（海洋研究開発機構の行う事業は中期計画及び年度計画に
より定性的、定量的な目標を定めており、毎年度、独立行政
法人評価委員会による達成度の評価を受けているため、こ
れをもって成果実績とする。）

成果実績 －

％

100.0%執行率（％）

単位

繰越し等 0 0

36,028

38,560 36,337 36,028

執行額 38,560 36,337

□直接実施　　　　　□委託・請負　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　■交付　　　　　□貸付　　　　　□その他

0

当初予算 38,560 36,337 36,028

24年度

0

事業開始・
終了(予定）年度 平成16年度～ 担当課室 海洋地球課

事業名 研究開発局

会計区分 一般会計 施策名 X-7 海洋分野の研究開発の推進

独立行政法人海洋研究開発機構運営費交付金に必要な
経費

担当部局庁 作成責任者

海洋地球課長
井上　諭一

根拠法令
（具体的な

条項も記載）
独立行政法人海洋研究開発機構法第17条

関係する計画、
通知等

0補正予算 0

海洋基本計画（平成２０年３月　閣議決定）等

事業の目的
（目指す姿を簡潔
に。3行程度以

内）

平和と福祉の理念に基づき、海洋に関する基盤的研究開発、海洋に関する学術研究に関する協力等の業務を総合的に行うことにより、海洋科
学技術の水準の向上を図るとともに、学術研究の発展に資することを目的とする。

事業概要
（5行程度以
内。別添可）

上記目的を達成するために、①「地球環境変動研究」、②「地球内部ダイナミクス研究」、③「海洋・極限環境生物圏研究」及び④「海洋に関する
基盤技術開発」の4つの重点研究開発を推進するとともに、研究船や「地球シミュレータ」等研究施設及び設備を科学技術に関する研究開発また
は学術研究を行う者の利用に供する。

23年度

予算額・
執行額

（単位:百万円）

21年度 22年度

計

実施方法

25年度要求

予
算
の
状
況

35,114 36,580

36,580

0

0

35,114

目標値
（　　年度）

(未定）A

22年度

A成果目標及び
成果実績

（アウトカム）

・船舶による観測航海、漂流ブイや係留系による観測等を実施し、地球環境変動に関する研究を
行い、GEOSS等の国際計画に貢献している。（Argoフロート展開数：H21:50基、H22:58基、H23:66
基/トライトンブイ：15基を維持（H21～23)）
・IPCC第5次評価報告書に向けた予測を行うための研究を実施。また、エルニーニョ現象等、地球
全体の気候変動に影響を及ぼす熱帯域の現象について予測に成功するなど、予測モデル構築、
検証のための数値実験を継続的に実施。
・東日本大震災への対応として、「海域モニタリング行動計画」への協力、放射性物質拡散シミュ
レーション等を実施した。

・地球表層から中心核に至る固体地球の諸現象についての研究を行い、地震・火山活動の原因、
島弧・大陸地殻の進化、地球内部の挙動と地球環境変遷の相関性等についての知見を蓄積して
きた。
・東日本大震災への対応として、東北地方沖海底の海底地形および海底下構造探査等を行い、地
震時の海底変動を解明する等の成果を挙げた。

達成度

活動指標及び
活動実績

（アウトプット）

活動指標 単位

21年度 23年度

・地球深部探査船「ちきゅう」の運用実績
H21：南海トラフ地震発生帯掘削計画の2回の航海を実施。科学掘削史上初のライザー掘削に成
功した他、海溝型巨大地震の原因解明の鍵をにぎる巨大分岐断層の掘削、試料の採取等を行っ
た。
 H22：南海トラフ地震発生帯掘削計画の3回の航海を実施。長期孔内観測装置の設置に成功する
等の成果を挙げた。また、沖縄の熱水域での掘削を実施し、海底下の熱水の滞留を発見した他、
黒鉱を含む試料の採取等、熱水鉱床の成因解明に繋がる成果を得た。
H23：スリランカ沖での海外資源掘削とJOGMECの国内メタンハイドレートの事前調査を受託するこ
とで効率的な運用を図った。

・船舶7船の運航日数　H21:1,895日、H22:1,963日、H23:1,861日
・「しんかい6500」「ﾊｲﾊﾟｰﾄﾞﾙﾌｨﾝ」「かいこう7000Ⅱ」の潜航回数　H21：225回、H22：256回、
H23:191回
・「地球シミュレータ」の使用ノード状況（計画停止を除く）　H20: 約90%, H21:80%以上, H22:約91%,
H23: 約 90%以上

○海洋・極限環境生物圏研究
　・海洋・極限環境生物圏研究の実施実績

活動実績

（当初見込
み）

・長距離音響通信技術、高強度耐圧容器等の先進的要素技術や、次世代型巡航探査機及び大深
度高機能無人探査機に用いるための各種技術を開発した。
・大深度掘削のための１２,０００ｍ級ドリルパイプや、強潮流化でライザー掘削を行うためのライ
ザー挙動モニタリングシステム、極限環境保持生物採取技術等を開発した。
・長期孔内観測に向けた技術開発を行い、平成22年度に設置に成功した。
・次期地震津波観測監視ネットワークに向けて、送電方式、高耐電圧化等の要素技術等の開発を
行った。
・予測研究に用いる計算モデルの高速化、高精度化に資する研究開発を行った。また、大規模シ
ミュレーション結果を社会へわかりやすく発信するプロジェクト「EXTRAWING」を立ち上げるなど成
果の発信に関する開発を行った。

・主に深海や海底下といった極限環境に棲む生物について、その多様性や生態等の研究を行い、
生物多様性研究、有用物質の探査等に関する知見を蓄積してきた。
・深海・地殻内の微生物、深海底等から得られた微生物等を10,500株保管し（H23年3月末現在）、
生物資源としての調査研究を進めている。
・東日本大震災への対応として、震源域付近の海底にて潜水調査船による調査を行い、今回の地
震によってできた海底の亀裂や海底変動に伴い発生した微生物群集の異変を確認した。

○海洋に関する基盤技術開発
　・先進的海洋技術研究開発、次世代型深海探査技術の開
発の実施実績
　・深海底ライザー掘削技術の開発の実施実績
　・総合海底観測ネットワークシステム開発の実施実績
　・シミュレーション研究開発の実施実績

○科学技術に関する研究開発または学術研究を行う者等へ
の施設・設備の供用
　・船舶の供用実績
　・深海探査システムの供用実績
　・「地球シミュレータ」の供用実績



平成２２年行政事業レビュー 平成２３年行政事業レビュー

費　目 24年度当初予算

事業所管部局による点検

日本再生戦略に関する「特別重点要求」（グリーン分野）：2,163百万円

25年度要求平
成
2
4
・
2
5
年
度

予
算
内
訳

主な増減理由

計 35,114百万円

独立行政法人海洋研究開
発機構運営費交付金 35,114百万円 36,580百万円

36,580百万円

目
的
・
予
算
の

状
況

○ 広く国民のニーズがあり、優先度が高い事業であるか。 海洋基本法において、国は海洋に関する施策を総合的に実施
することとされており、海洋に関する科学的知見の充実につい
ても、その目的のひとつとされている。本事業は海洋に関する
基礎的な研究開発を進めるにあたって必要なものであり、広く
国民のニーズがありかつ国が実施すべきである。

○
国が実施すべき事業であるか。地方自治体、民間等に委ねるべき事業と
なっていないか。

-

評価に関する説明

資金の流れの中間段階での支出は合理的なものとなっているか。

○

評 価 項　　　目

受益者との負担関係は妥当であるか。

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途

○

活
動
実
績

、
成
果
実
績

適切な成果目標を立て、その達成度は着実に向上しているか。

○ 整備された施設や成果物は十分に活用されているか。

- 単位あたりコストの削減に努めているか。その水準は妥当か。

○

○

平成23年度の行政事業レビューの指摘を踏まえ、以下の対応を行った。
・地球深部探査船「ちきゅう」については、海外企業からの受託としてスリランカ沖での資源掘削を実施し、また、独立行政法人石油天然ガス・
金属鉱物資源機構からの受託で渥美半島沖でのメタンハイドレート産出試験に向けた事前掘削作業を実施する等、自己収入の拡大に努める
とともに、掘削技術の蓄積向上に努めた。
・東京大学海洋研究所より移管された学術研究船のうち、淡青丸については、独法整理合理化計画に基づき、運航業務の外部委託化を計画
的に進め、平成23年度より外部委託とした。
・「随意契約等見直し計画」に基づいて機構職員向けに一般競争入札の採用に関する説明会を開催し周知徹底を図ることで、機構の契約案
件全体に占める競争性のある契約の割合を大幅に増加させた。随意契約については担当課内の検討チーム、契約審査委員会および契約監
視委員会によって点検を実施する等の取り組みにより、一層の契約の競争性、公平性、透明性の確保、効率化を図った。さらに、調達コスト削
減のために外部有識者からなる「調達コスト検討会」を設置し、コスト削減に向けた提案を受けた。その中から、平成２３年度においては研究
開発８法人による研究納入実績データベースの運用開始や調達情報メールマガジンの配信開始による応札者の拡大、地方拠点における入
札会の同時実施による入札参加の機会向上等に取り組んだ。

不用率が大きい場合は、その理由を把握しているか。

支出先の選定は妥当か。競争性が確保されているか。

類似の事業があるか。その場合、他部局・他府省等と適切な役割分担となっ
ているか。

　※類似事業名とその所管部局・府省名

費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

○

・平成22年4月に「随意契約等の見直し計画」を策定し、
契約の競争性、公平性、透明性の確保に努めている。

・地球深部探査船「ちきゅう」の運航については、海外企
業や独立行政法人石油天然ガス・金属鉱物資源機構か
らの受託事業を実施し、自己収入を拡大させるなどコス
ト削減に努めている。

予算監視・効率化チームの所見

中期計画及び年度計画において目標を設定し、達成度
については独立行政法人評価委員会による評価を毎年
度受けており、着実に成果をあげている。-

○ 活動実績は見込みに見合ったものであるか。

他の手段と比較して実効性の高い手段となっているか。

○

点
検
結
果

関連する過去のレビューシートの事業番号

0320 0301

一
部
縮
減

１．事業評価の観点：この事業は、海洋に関する基盤的研究開発、海洋に関する学術研究に関する協力等に取り組む海洋研究開発
機構の運営に必要な運営費交付金を支出するものである。

２．所見：平成２３年度レビューの指摘等を踏まえ、地球深部探査船「ちきゅう」については、海外企業からの受託としてスリランカ沖で
の資源掘削を実施する等、自己収入の拡大を図るなど一定の見直しを図ったことは評価するものの、引き続き、競争参加条件等のよ
り一層の見直しを図るなど、契約の競争性、公平性、透明性の確保等により、事業の効果的・効率的な実施を目指し、コスト縮減等に
努めるべきである。

上記の予算監視・効率化チームの所見を踏まえた改善点（概算要求における反映状況等）

縮
減

契約の適正化については、「随意契約等見直し計画」に基づいて機構職員向けに一般競争入札の採用に関する説明会を開催し周知
徹底を図ることで、機構の契約案件全体に占める競争性のある契約の割合を大幅に増加させた。また、外部有識者からなる「調達コ
スト検討会」を設置し、コスト低減に向けた提案を受け、研究開発８法人による研究納入実績データベースの運用開始や調達情報メー
ルマガジンの配信開始による応札者の拡大、地方拠点における入札会の同時実施による入札参加の機会向上等に取り組んでいる。
また、一般管理費などの更なる効率化を図ることで、概算要求に▲379.5百万円を反映させた。引き続き事業の効率化と契約の適正
化に向けた取組を実施していく。

補記　（過去に事業仕分け・提言型政策仕分け・公開プロセス等の対象となっている場合はその結果も記載）

関係する計画、通知等；
海洋基本計画（平成20年3月　閣議決定）　http://www.kantei.go.jp/jp/singi/kaiyou/kihonkeikaku/080318kihonkeikaku.pdf



※平成23年度実績を記入

資金の流れ
（資金の受け
取り先が何を
行っているか
について補足
する）（単

位：百万円）

【B-1】 【B-2】 【B-3】 【B-4】 【B-5】 【B-6】 【B-7】 【B-8】 【B-9】 【B-10】

【C-1】 【C-2】 【C-3】 【C-4】 【C-5】 【C-6】 【C-7】 【C-8】 【C-9】 【C-10】

【D-1】 【D-2】 【D-3】 【D-4】 【D-5】 【D-6】 【D-7】 【D-8】 【D-9】 【D-10】

業務資料の作

成に使用する

コピー機及び

業務連絡用

ファクシミリ

が正常作動す

るように点

検・整備を行

う。（8月1日

新規導入分）

機構における

公用車の運転

及び管理業務

を行う

平成25年度新

規定年制職員

の採用に係わ

る募集活動及

び総合適性検

査の実施に係

わる支援業務

第２期中期計

画に定められ

た業務の効率

化を実現する

ため、専門的

な知識をもっ

て、機構の業

務改革の推進

支援を行う

11百万円 9百万円 9百万円 7百万円

業務資料の作

成に使用する

コピー機及び

業務連絡用

ファクシミリ

が正常作動す

るように点

検・整備を行

う。（年度当

初契約分）

横須賀本部及

び横浜研究所

の環境衛生の

維持及び施設

の保全をする

ため、日常清

掃、定期清掃

等の業務を行

う

所有する建

物、構築物、

機械設備・装

置、器具、工

具什器、備品

等について火

災保険を付保

する

横須賀本部に

おける役職員

の通勤用とし

て、本部と最

寄駅間のバス

を運行する

横須賀本部及

び横浜研究所

の保安管理、

安全管理及び

警備業務を行

う

横須賀本部及

び横浜研究所

の受付、電話

交換、郵便等

取扱、構内放

送、JAMSTEC

グッズ販売等

の業務を行う

富士ゼロック

ス(株)

日本総合サー

ビス(株)

(株)マイナビ (株)日本能率

協会コンサル

ティング

43百万円 38百万円 30百万円 26百万円 25百万円 15百万円

コピー機（複

合機）の保守

及び消耗品

公用車の運

転・管理業務

平成25年度新

規職員採用に

係る支援業務

業務改革（第

２期）の推進

支援業務

富士ゼロック

ス(株)

(株)ジェー

ビーエム

日本興亜損害

保険(株)

京浜急行バス

(株)

国際警備(株) (株)イディア

パートナーズ

一般競争入札・請負 一般競争入札・請負 一般競争入札・請負 一般競争入札・請負

コピー機、

ファクシミリ

の保守及び消

耗品

横須賀本部及

び横浜研究所

の清掃業務

平成23～26年

度火災保険

（複数敷地内

包括契約）

横須賀本部通

勤バス運航業

務

横須賀本部及

び横浜研究所

の構内警備業

務

横須賀本部及

び横浜研究所

の受付等業務

一般競争入札・請負 一般競争入札・請負 一般競争入札・保険
随意契約事前確認

公募・請負
一般競争入札・請負 一般競争入札・請負

「ちきゅう」

船上における

研究機器の運

用、保守及び

高知コア研究

所におけるコ

ア試料等の処

理、分析、管

理等を実施す

る

地球深部探査

船「ちきゅ

う」について

津波によって

損傷を受けた

個所の修復工

事及び年次検

査工事を実施

する

「ちきゅう」

に付保してい

る船舶保険の

保険期間満了

に伴いこれを

更新する

海流影響評価

に必要な掘削

海域の海流実

測データ取得

を目的とした

中層係留系を

購入する

津波により

失った地球深

部探査船「ち

きゅう」の４

Pアジマスス

ラスタ・プ

ラットフォー

ム部の新規製

作を実施する

【Ｄ】法人共通

1,305千円

295百万円 157百万円 143百万円 123百万円 106百万円

海洋研究開発

機構が策定す

る年次運行計

画に基づき

「ちきゅう」

を安全かつ効

率的に運用す

る

船舶を用いた調

査・研究におい

て、高品質データ

を提供するため、

海洋観測・分析装

置の運用、管理、

データの品質管

理・公開に至る一

連の支援業務を実

施する

横浜研究所で

使用する電気

津波により脱

落し、破損し

た「ちきゅ

う」のアジマ

ススラスタを

購入する

海底資源探査

用の遠隔操作

型無人探査機

(ROV)の建造

を実施する

(株)マリン・

ワーク・ジャ

パン

三菱重工業

(株)

東京海上日動

火災保険(株)

日本海洋事業

(株)

川崎重工業

(株)

1,808百万円 1,338百万円 540百万円 367百万円 295百万円

平成23年度地

球深部探査セ

ンター科学支

援業務

地球深部探査

船「ちきゅ

う」津波損傷

修復工事・年

次検査工事

「ちきゅう」

船舶保険の更

新

地球深部探査

船「ちきゅ

う」掘削海域

海流調査用係

留系の購入

４Pプラット

フォーム部製

作

日本マント

ル・クエスト

(株)

(株)マリン・

ワーク・ジャ

パン

東京電力(株) 川崎重工業

(株)

三井造船(株)

随意契約・請負 随意契約・請負 随意契約・保険 一般競争入札・売買 随意契約・請負

地球深部探査

船「ちきゅ

う」運用業務

委託

海洋観測・分

析装置の運用

保守整備及び

取得データの

品質管理

平成23～25年

度横浜研究所

で使用する電

気の供給

アジマススラ

スタの購入

海洋資源探査

無人探査機

（ROV）の建

造

資源探査用の

遠隔操作型無

人探査機が大

水深の深海か

ら大容量の

データを送信

するための既

存の光伝送装

置の追加・改

造を実施する

資源探査用自

律型無人探査

機に搭載する

海底地形探査

用ソナーの購

入を実施する

タービン駆動

コアリングシ

ステムを構成

する各部の性

能確認試験、

コアリング試

験及び泥水循

環試験等を実

施する

大深度用高強度ド

リルパイプの管体

とツールジョイン

トの圧接部の強度

向上や、腐食環境

下での疲労強度の

検討を行い、ドリ

ルパイプの性能強

化を行う

【Ｃ】運用・展開事業

23,441千円

随意契約・請負
随意契約事前確認

公募・請負
一般競争入札・売買 随意契約・売買 一般競争入札・請負

29百万円 29百万円 28百万円 26百万円

海底資源探査

用の遠隔操作

型無人探査機

を大水深の深

海の高圧力環

境下で効率的

に運用するた

めの高性能浮

力材の製作を

実施する

独立行政法人

日本原子力研

究開発機構が

所有するむつ

事務所関根浜

港の港湾施設

の使用

太平洋、イン

ド洋、南大洋

に投入して観

測を行う自動

昇降型中層フ

ロートを購入

する

イリジウム送

信機が搭載さ

れた溶存酸

素・水温・塩

分・圧力を観

測する自動昇

降型中層フ

ロートを購入

する

全球から都市

スケールまで

シミュレー

ション可能な

プログラム

コードへ新た

な力学・物理

過程の導入、

高速化を支援

する業務

高電圧電気パ

ルスを岩石試

料に照射する

ことで電気力

学的に岩石を

粉砕する装置

selFragLabを

購入する

住友電気工業

(株)

(株)東陽テク

ニカ

(株)エヌ　エ

ル　シー

エヌケーケー

シームレス鋼

管(株)

 138百万円 60百万円 50百万円 40百万円 37百万円 35百万円

光伝送装置の

改造

スワス測深・

サイドスキャ

ンソナーの購

入

タービン駆動

コアリングシ

ステムの性能

確認試験

高強度S160ド

リルパイプの

遅れ破壊特性

と低温靱性の

向上検討

マリンサポー

ト(株)

独立行政法人

日本原子力研

究開発機構

三興通商(株) (株)エス・

イー・エイ

日本電気(株) ハルツォク・

ジャパン(株)

随意契約事前確認

公募・請負
一般競争入札・売買 不落随契・請負 随意契約・請負

海底資源探査

ROV用高性能

浮力材の製作

独立行政法人

日本原子力研

究開発機構関

根浜港湾施設

使用

自動昇降型フ

ロートの購入

イリジウム送

信機搭載型酸

素センサー付

自動昇降型フ

ロートの購入

MSSG高度化の

ための開発業

務支援

高電圧パルス

選択性粉砕装

置selFrag Lab

【Ｂ】研究開発事業

9,127千円

随意契約事前確認

公募・請負
随意契約・賃貸借 一般競争入札・売買 一般競争入札・売買 一般競争入札・請負 不落随契・売買

交付

【Ａ】独立行政法人海洋研究開発機構

33,872百万円（運営費交付金部門）

（※自己収入財源による支出を含む）

【Ｂ】研究開発事業

9,127千円

【Ｃ】運用・展開事業

23,441百万円

【Ｄ】法人共通

1,305百万円

プロジェクト研究、基礎研究等

機構が行う研究開発
船舶等の運用、成果普及等、機

構の主要な事業で「研究開発事

業」以外のもの

一般管理部門に係る費用及び人

件費

文部科学省

36,028百万円

独立行政法人海洋研究開発機構に対

し、その業務の財源に充てるために

必要な金額を交付



費目・使途
（「資金の流れ」
においてブロッ
クごとに最大の
金額が支出され
ている者につい
て記載する。費
目と使途の双方
で実情が分かる

ように記載）

A.（独）海洋研究開発機構 E.

費　目 使　途

30,019

事業費
（人件費）

事業系人件費 2,549

使　途
金　額

(百万円）
金　額

(百万円）
費　目

一般管理費
（物件費）

構内清掃、構内警備、通勤バス運
行業務等

416

一般管理費
（人件費）

管理系人件費

事業費
（物件費）

船舶等運航委託、海洋観測等支援業
務、光熱水料

474

一般管理費
（公租公課）

公租公課 415

費　目 使　途 使　途
金　額

(百万円）
金　額

(百万円）
費　目

計 33,873 計

B.研究開発事業 F.

0

事業費
（物件費）

研究用資機材の購入・開発・製作、港湾
施設使用料、光熱水料等

8,062

事業費
（人件費）

事業系人件費 1,065

計 09,127 計

21,956

C.運用・展開事業 G.

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

1,484

事業費
（物件費）

船舶等運航委託、海洋観測等支援業
務、光熱水料

事業費
（人件費）

事業系人件費

使　途
金　額

(百万円）

0

H.

計

D.法人共通

計 23,440

一般管理費
（物件費）

事務機器の保守、構内清掃、通勤
バス運行業務、構内警備等

一般管理費
（人件費）

管理系人件費 474

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目

一般管理費
（公租公課）

公租公課 415

416

計 1,305 計 0



123計 28 計

計 26

役務 123

費　目 使　途
金 額

(百万円）
タービン駆動コアリングシステムの性能
確認試験

28 物品調達
地球深部探査船「ちきゅう」掘削海域海流調査
用係留系の購入

使　途

スワス測深・サイドスキャンソナーの購
入

金　額
(百万円）

29

C-9．日本海洋事業（株）

費　目

計

143

計 143

B-9．（株）エヌ エル シー

物品調達 29 保険

B-8．（株）東陽テクニカ C-8．東京海上日動火災保険（株）

費　目 使　途 使　途
金　額

(百万円）

「ちきゅう」船舶保険の更新

金 額
(百万円）

費　目

29 計

金　額
(百万円）

地球深部探査船「ちきゅう」津波損傷修復工
事・年次検査工事

157

使　途

157

高電圧パルス選択性粉砕装置selFrag
Lab

役務

295

B-7．住友電気工業（株） C-7．三菱重工業（株）

計 35

29 役務光伝送装置の改造

計

費　目

費　目

35

費　目

製造

C-6．（株）マリン・ワーク・ジャパン

費　目 使　途 使　途
金　額

(百万円）

B-6．ハルツォク・ジャパン（株）

計 37 計

金 額
(百万円）

295

平成23年度地球深部探査センター科学支援業
務

役務

使　途
金　額

(百万円）
費　目

106

費　目

物品調達 295

MSSG高度化のための開発業務支援 37

費　目 使　途
金 額

(百万円）

役務

26 製造

106

367

使　途

B-10．エヌケーケーシームレス鋼管（株） C-10．川崎重工業（株）

費　目 使　途
金　額

(百万円）

海洋資源探査無人探査機（ROV）の建造 295

金 額
(百万円）

４Pプラットフォーム部製作

計

高強度S160ドリルパイプの遅れ破壊特
性と低温靭性の向上検討

使　途
金 額

(百万円）

計

製造

B-5．日本電気（株）

計 計40

367物品調達 アジマススラスタの購入

540

C-4．川崎重工業（株）

50 計

計 60 計

費　目 使　途

B-4．（株）エス・イー・エイ

計

金 額
(百万円）

物品調達 自動昇降型中層フロートの購入

物品調達
イリジウム送信機搭載型酸素センサー
付自動昇降型フロートの購入

40

540

使　途
金　額

(百万円）
平成23～25年度横浜研究所で使用する電気
の供給

使　途
金　額

(百万円）

金 額
(百万円）

費　目

物品調達50

費　目

C-5．三井造船（株）

金 額
(百万円）

費　目

B-3．三興通商（株） C-3．東京電力（株）

費　目 使　途

役務

1,338

1,338

計

賃貸借
独立行政法人日本原子力研究開発機
構関根浜港の港湾施設使用

60

費　目 使　途 使　途
金　額

(百万円）

B-2．（独）日本原子力研究開発機構 C-2．（株）マリン・ワーク・ジャパン

1,808138 計

C-1．日本マントル・クエスト（株）

金　額
(百万円）

費目・使途
（「資金の流れ」
においてブロッ
クごとに最大の
金額が支出され
ている者につい
て記載する。費
目と使途の双方
で実情が分かる

ように記載）

B-1．マリンサポート（株）

金 額
(百万円）

費　目 使　途

製造 地球深部探査船「ちきゅう」運用業務委託役務

費　目 使　途

海底資源探査ROV用高性能浮力材の
製作

1,808

海洋観測・分析装置の運用保守整備及び取得
データの品質管理

138



計 7 計 0

使　途
金　額

(百万円）

役務 業務改革（第２期）の推進支援業務 7

費　目 使　途
金 額

(百万円）
費　目

0

D-10．（株）日本能率協会コンサルティング

計 9 計

役務
平成25年度新規職員採用に係る支援
業務

金 額
(百万円）

費　目 使　途
金　額

(百万円）

費　目 使　途
金 額

(百万円）
費　目

9

D-9．（株）マイナビ

費　目 使　途

計

使　途
金　額

(百万円）

09 計

9役務 公用車の運転・管理業務

0

D-8．日本総合サービス（株）

計 11 計

役務 コピー機（複合機）の保守及び消耗品

金 額
(百万円）

費　目 使　途
金　額

(百万円）

費　目 使　途
金 額

(百万円）
費　目

11

D-7．富士ゼロックス（株）

費　目 使　途

計

使　途
金　額

(百万円）

015 計

15役務
横須賀本部及び横浜研究所の受付等
業務

0

D-6．（株）イディアパートナーズ

計 25 計

役務
横須賀本部及び横浜研究所の構内警
備業務

金 額
(百万円）

費　目 使　途
金　額

(百万円）

費　目 使　途
金 額

(百万円）
費　目

25

D-5．国際警備（株）

費　目 使　途

計

使　途
金　額

(百万円）

026 計

26役務 横須賀本部通勤バス運航業務

0

D-4．京浜急行バス（株）

計 30 計

保険
平成23～26年度火災保険（複数敷地内
包括契約）

30

D-3．日本興亜損害保険（株）

費　目 使　途
金 額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

計 38 計

役務
横須賀本部及び横浜研究所の清掃業
務

38

D-2．（株）ジェービーエム

費　目 使　途
金 額

(百万円）

0計 43 計

使　途
金 額

(百万円）
費　目 使　途

役務
コピー機、ファクシミリの保守及び消耗
品

43

費　目

金　額
(百万円）

0

金　額
(百万円）

使　途費　目

費目・使途
（「資金の流れ」
においてブロッ
クごとに最大の
金額が支出され
ている者につい
て記載する。費
目と使途の双方
で実情が分かる

ように記載）

D-1．富士ゼロックス（株）



支出先上位１０者リスト

B.（B-1～10）研究開発事業

C.（C-1～10）運用・展開事業

D.（D-1～10）法人共通

※同種の他の契約の予定価格を類推される恐れがあるため非公表としている。

海洋研究開発機構が策定する年次運行計画に基づき「ちきゅう」を安全かつ効率的に
運用する 1,808

入札者数

随意契約
事前確認公募

不落随契

随意契約

業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

29
資源探査用の遠隔操作型無人探査機が大水深の深海から大容量のデータを送信す
るための既存の光伝送装置の追加・改造を実施する

2 （株）マリン・ワーク・ジャパン

支　出　先

1 日本マントル・クエスト（株）

落札率

37

太平洋、インド洋、南大洋に投入して観測を行う自動昇降型中層フロートを購入する 50

船舶を用いた調査・研究において、高品質データを提供するため、海洋観測・分析装
置の運用、管理、データの品質管理・公開に至る一連の支援業務を実施する 1,338

随意契約
事前確認公募 －

随意契約 －

40

※

海底資源探査用の遠隔操作型無人探査機を大水深の深海の高圧力環境下で効率的
に運用するための高性能浮力材の製作を実施する

3

随意契約

6 ハルツォク・ジャパン（株）
高電圧電気パルスを岩石試料に照射することで電気力学的に岩石を粉砕する装置
selFragLabを購入する

5
全球から都市スケールまでシミュレーション可能なプログラムコードへ新たな力学・物
理過程の導入、高速化を支援する業務

2

3

支　出　先

1

1 ※

367

295

随意契約 －

5 三井造船（株） 海底資源探査用の遠隔操作型無人探査機(ROV)の建造を実施する

横浜研究所で使用する電気3

4 川崎重工業（株） 津波により脱落し、破損した「ちきゅう」のアジマススラスタを購入する

4

マリンサポート（株）

1 ※東京電力（株） 540

6 （株）マリン・ワーク・ジャパン
「ちきゅう」船上における研究機器の運用、保守及び高知コア研究所におけるコア試料
等の処理、分析、管理等を実施する 295

住友電気工業（株）

日本電気（株）

－

1

（株）エス・イー・エイ
イリジウム送信機が搭載された溶存酸素・水温・塩分・圧力を観測する自動昇降型中
層フロートを購入する

（独）日本原子力研究開発機構
独立行政法人日本原子力研究開発機構が所有するむつ事務所関根浜港の港湾施設
の使用

8 東京海上日動火災保険（株） 「ちきゅう」に付保している船舶保険の保険期間満了に伴いこれを更新する

7

7

9 （株）エヌ エル シー
タービン駆動コアリングシステムを構成する各部の性能確認試験、コアリング試験及び
泥水循環試験等を実施する

143

三菱重工業（株） 津波によって損傷を受けた個所の修復工事及び年次検査工事を行う

三興通商（株）

（株）東陽テクニカ 資源探査用自律型無人探査機に搭載する海底地形探査用ソナーの購入を実施する 29

157

138
随意契約

事前確認公募

海流影響評価に必要な掘削海域の海流実測データ取得を目的とした中層係留系を購
入する 123

10 川崎重工業（株） 津波により失った４Pアジマススラスタ・プラットフォーム部の新規製作を行う 106

随意契約 －

随意契約 －

業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

不落随契 －

－

60

※

2 ※

－

35

－

1 ※

随意契約 －

1 ※

－

随意契約 －

支　出　先

28

8

10
エヌケーケーシームレス鋼管
（株）

大深度用高強度ドリルパイプの管体とツールジョイントの圧接部の強度向上や、腐食
環境下での疲労強度の検討を行い、ドリルパイプの性能強化を行う

26

9 日本海洋事業（株）

2 ※

入札者数

1 富士ゼロックス（株）
業務資料の作成に使用するコピー機及び業務連絡用ファクシミリが正常作動するよう
に点検・整備を行う。（年度当初契約分） 43 1

2 （株）ジェービーエム

落札率業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

横須賀本部及び横浜研究所の環境衛生の維持及び施設の保全をするため、日常清
掃、定期清掃等の業務を行う。 38

※

5 ※

3 日本興亜損害保険（株）
所有する建物、構築物、機械設備・装置、器具、工具什器、備品等について火災保険
を付保する 30

横須賀本部における役職員の通勤用として、本部と最寄駅間のバスを運行する。 26

5 国際警備（株） 横須賀本部及び横浜研究所の保安管理、安全管理及び警備業務を行う。 25

7 ※

1 ※

6 （株）イディアパートナーズ

随意契約
事前確認公募 －

3 ※

3 ※

4 京浜急行バス（株）

業務資料の作成に使用するコピー機及び業務連絡用ファクシミリが正常作動するよう
に点検・整備を行う。（8月1日新規導入分） 11

横須賀本部及び横浜研究所の受付、電話交換、郵便等取扱、構内放送、JAMSTEC
グッズ販売等の業務を行う。 15

8 日本総合サービス（株）

7 富士ゼロックス（株）

機構における公用車の運転及び管理業務を行う。 9

第２期中期計画に定められた業務の効率化を実現するため、専門的な知識をもって、
機構の業務改革の推進支援を行う。 7 1 ※

9 （株）マイナビ
平成25年度新規定年制職員の採用に係わる募集活動及び総合適性検査の実施に係
わる支援業務 9 1 ※

10
（株）日本能率協会コンサル
ティング
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